
身 近 な 犯 罪 の 発 生 状 況 （平成２４年２月末現在）

事 件 種 別 発 生 状 況 と 防 犯 対 策

強盗 金融機関やコンビニエンスストアなどの店舗や道路上などにおい
て、金品を強取する犯罪をいいます。
県内では、本年 2 月末現在で 10 件（前年同期比+3 件）と前年と比
較し増加しており、2 月中は前橋、高崎、藤岡警察署管内において強
盗事件が発生しています。
深夜営業の飲食店やコンビニエンスストアなどの店舗は、強盗事件
の被害に遭うケースが高い傾向にあります。
レジ内の現金は最小限とし、従業員の複数勤務や防犯カメラの整備
などを推進してください。

強制わいせつ 暴行または脅迫をしてわいせつ行為をする犯罪で、被害者が 13 歳
未満の場合は暴行・脅迫の有無を問いません。
県内では、本年 2 月末現在で 11 件（前年同期比+2 件）で推移して
います。
本年、特に渋川警察署管内において多く発生しています。
徒歩はもちろん自転車であっても、夜間の１人での外出は控えまし
ょう。また、外出する場合も人通りのある明るい場所を通行したり、
できるかぎり複数で行動するようにしてください。

振り込め詐欺 トラブルに巻き込まれた息子などを装って電話をかけ、指定口座に
現金を振り込ませるオレオレ詐欺や、アダルトサイト利用料などの架
空請求詐欺、融資保証金を名目に現金を振り込ませる融資保証金詐欺
等を総称して振り込め詐欺といいます。
県内では、本年 2 月末現在で 4 件（前年同期比-7 件）と前年と比
較し減少していますが、その被害額は約 309万円です。

2 月中は、安中、伊勢崎、桐生警察署管内で被害が発生しており、
それ以外の警察署管内でも振り込め詐欺と思われる不審電話が架かっ
てきています。
オレオレ詐欺については、2月中には 1件の発生があり、被害者は 65
歳以上の女性でした。在宅することの多いお母さんや奥さん、お婆ち
ゃんに家族全員で注意喚起するなど、家族ぐるみの被害防止対策を図
ってください。
また、不審な電話や訪問を受けたら、まず、警察に相談してくださ
い。

空き巣 家人等が不在の隙をねらい住宅の屋内に侵入し、金品を盗む手口を
いいます。
県内では、本年 2 月末現在で 123 件（前年同期比-153 件）と前年
と比較して減少し、侵入窃盗のうち 31.9％を占めています。
鍵のかけ忘れの無締まり箇所から侵入されているケースも見られま
す。
出掛ける前の戸締まり確認を確実にして、防犯ガラスや補助錠、個
人住宅用の防犯カメラの設置など防犯対策をとりましょう。

忍込み 夜間家人等の就寝時に住宅の屋内に侵入し、金品等を盗む手口をい



います。
県内では、本年 2 月末現在で 30 件（前年同期比-10 件）と前年と
比較し減少していますが、家人が物音で気付けば、強盗事件にも発展
しかねない極めて危険な手口です。

2月中は高崎、伊勢崎警察署管内で多く発生しています。
就寝前は、家の戸締まりを必ずしてください。特に、浴室やトイレ
の窓などの戸締まりは念を押して確認してください。

事務所荒し 会社や工場などの事務所に侵入し、金品を盗む手口をいいます。
県内では、本年 2 月末現在で 44 件（前年同期比-19 件）と前年よ
り減少しています。

2月中は前橋東、高崎、伊勢崎警察署管内で多く発生しています。
被害の多くは、ガラスを破られて侵入されています。センサーライ
トや防犯カメラなどの防犯機器の設置や警備会社への委託警備、日頃
から多額の現金は保管しておかないなどの対策をしてください。

出店荒し 閉店時間帯の店舗に侵入し、金品を盗む手口をいいます。
県内では、本年 2 月末現在で 81 件（前年同期比+48 件）と前年よ
り増加しています。

2月中は太田、館林警察署管内で多く発生しています。
センサーライトや防犯カメラなどの防犯機器の設置などの対策をし
てください。
また、鍵が掛かっていない箇所からの侵入も発生しています。閉店
時は確実な戸締まりを確認してください。

自動車盗 県内では、本年 2 月末現在で 118 件（前年同期比+46 件）と前年と
比較し大幅に増加しています。

2月中は伊勢崎、太田、大泉警察署管内で多く発生しています。
被害車両の 26.3 ％は、キーを付けたままで盗難にあっていますの
で、短時間でも車から離れる際には必ずキーを抜きましょう。また、
盗難防止装置（イモビライザー）やハンドルロック器具などの防犯対
策が被害防止に有効です。

オートバイ盗 県内では、本年 2 月末現在で 82 件（前年同期比-11 件）と前年と
比較し減少しています。

2月中は高崎、伊勢崎、太田警察署管内で多く発生しています。
被害車両の 28.0％は、キーを付けたままで盗難にあっています。
ハンドルロックやＵ字ロックなどの補助錠で２重ロックをすること
が被害防止に有効です。

自転車盗 県内では、本年 2 月末現在で 359 件（前年同期比+16 件）と前年と
比較し増加となっており、依然として発生件数が多い手口です。

2月中は高崎、伊勢崎警察署管内で多く発生しています。
被害に遭った自転車のうち 57.4 ％が無施錠で駐輪中に被害にあっ
ています。自転車を駐輪するときは、短時間でも必ず施錠をしましょ
う。また、チェーンロックなどの補助錠で２重ロックをすることが被
害防止に有効です。
万が一、被害に遭ったときのためにも必ず防犯登録もしましょう。

車上ねらい 自動車等の積荷や車内の金品を盗む手口をいいます。



県内では、本年 2 月末現在で 213 件（前年同期比-54 件）と前年と
比較し減少となっていますが、依然として多発しています。

2月中は太田、館林、渋川警察署管内で多く発生しています。
被害に遭った車両のうち 45.5％が無施錠で被害に遭っています。
犯人は、車内に置かれたままのバッグなどが見えれば、貴重品類や
現金があるものと考え、ドアを壊したりガラスを割ったりして盗みま
す。
短い時間であっても車を離れるときは、必ず施錠をするとともに車
内には何も置かないようにしましょう。

万引き 店舗において店員のすきをみて商品を盗む手口をいいます。
県内では、本年 2 月末現在で 362 件（前年同期比-14 件）と前年と
比較し減少しています。
万引き犯罪は、幅広い年齢層に渡っているのが特徴で、犯人の意識
の中に「たかが万引き」という意識があるように思われます。
犯罪が起きにくい社会をつくるためにも、「万引きは犯罪である」
という意識付けを社会全体でしていかなければなりません。
万引き犯人を捕まえたときは、お店のためにも、犯人の再犯防止の
ためにも必ず警察に通報してください。

※ 数値は暫定値です。表中の「増加」「減少」は、前年同期と対比した場合です。
※ 表中に示した警察署名は、多発している警察署を例示したもので、それ以外の警察署
管内では発生がない訳ではありません。


